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１ 二酸化炭素排出量の将来予測 

前章では、基準年度（平成 17(2005)年度）から、現状年度（平成 23（2011）年度）までの温室効

果ガス排出量の現状の把握を行いました。 

 ここでは、特に対策を講じないで推移した場合の中期目標年度（平成 32（2020）年度）、長期目標

年度（平成 62（2050）年度）における温室効果ガス排出量について将来予測をします。 

ただし、温室効果ガスの排出量は社会や経済の動向の影響を受けるため、将来予測はあくまでも参

考値となります。 

 排出量は今後、何も対策を講じなくても、図６のとおり人口が減少するため、それに伴い低下して

いくことが予想されます。 

将来の予測人口は、国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月

推計）』を基に、平成 27（2015）年から平成 62（2050）年までの 35 年間について、推計しています。 

 

 

将来推計ケースにおける将来の排出量（千ｔ－ＣО２） 
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図６ 人口と世帯数の将来予測（将来推計）(人口) (人口) 
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基準年比 - ▲8.3% ▲12.3% ▲15.8% ▲19.8% ▲24.1% ▲28.4% ▲32.9% ▲41.2%

千ｔ－CO2 1,044.4 958.1 915.8 878.9 837.2 792.8 747.3 700.6 614.5

 

(単位：千ｔ-CO2) 

 

 

本市における温室効果ガスの将来予測は、表２のとおり現況の平成 23(2011)年度では、958.1千ｔ－

CO2で基準年度から 8.3％の減少、中期目標年度の平成 32(2020)年度の排出量では、878.9千ｔ－CO2 で

基準年度から 15.8％の減少、長期目標年度の平成 62(2050)年度は 614.5千ｔ－CO2 で基準年度から

41.2％の減少となることが予測されます。 

 

表２ 二酸化炭素排出量減少率 (将来推計ケース) 
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図７ 二酸化炭素排出量将来予測 (将来推計ケース)
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２ 二酸化炭素排出量の削減目標 

⑴ 目標設定の考え方 

削減目標の設定については、国の方針に沿って、長期目標及び中期目標を設定することとしま

す。 

長期目標については、まず、基準年を設定した上で、基準年における二酸化炭素排出量を基に

長期目標年の目標排出量を設定します。 

    中期目標については、長期目標に至る通過点に中期目標を置くという考え方に基づき設定しま

す。 

 

⑵ 基準年 

基準年については直近の年を基準年とする考え方もありますが、平成 23 年に発生した東日本

大震災や原発事故、平成 20 年から平成 22 年のリーマンショックなど、社会的・経済的に大きな

影響を及ぼす事象があったことを考えると、こうした年を基準とした場合、温暖化対策の効果を

適切に計ることは困難です。 

また、当市においては平成 17 年の市町村合併により市域が拡大したことから、これらの事情

を踏まえ、本計画においては平成 17 年（2005 年）度を基準年とします。 

 

⑶ 目標の設定 

三条市域で排出される二酸化炭素について、平成17年（2005年）度を基準年とし、将来の目標

排出量を次のとおり設定します。 
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図８ 二酸化炭素排出量の削減目標 
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